
　令和６年12月16日から令和７年２月７日までの約１か月半、地域の皆さんの想いをのせたペットボ
トルとLEDライトによるイルミネーションがきれいに大江町の夜を彩りました。地域の皆さんが心を
一つに、協力し合い、交流し合い、励まし合いながら手作りしたオリジナルイルミネーションです。
　期間中には親子連れや、年末年始に帰省された方々等たくさんの方に訪れていただき、写真を
撮ったり眺めたりして楽しんでいただきました。

地域のつながり シリーズ　第35回

　生活に困窮する方が増える中、地域のたすけあいの輪を
広げるために社協が食品・物品の提供を呼びかけたとこ
ろ、114の個人・団体・企業の皆様から多くの品物をお寄せ
いただきました。ありがとうございました。

　ご協力いただいた品物は、市内８団体の見守り活動等で351名にお渡しいただくとともに、12月
22日の社協「食の応援パックお渡し＆相談会」で、温ったか京都寄り添いワー
カーと社協ふれあい福祉相談員の皆さんでお話をお聞きしながら、167世帯
407名にお渡しさせていただきました。

物品等を提供いただいた皆様（50音順、敬称略）
㈱足立音衛門、円覚寺、㈱長田野ガスセンター、各地
区民生児童委員協議会、㈱さとう、サンキン株式会社、
浄願寺ともしび会、タツタ電線㈱、日本製紙クレシア㈱、
(一社)Farm SASUGA、福知山市役所役職員、福知山
市社協役職員、福知山地区更生保護女性会、立正佼成
会福知山教会、ほか匿名団体・企業・個人の皆様

　11月３日の夜
久野ふれあいい
きいきフェスタでは各関係機関・町
内の方々から昨年を上回る食品等を
お寄せいただき、夜久野地区のご希
望の方へお渡しすることができまし
た。ご協力ありがとうございました。

仕分けや袋詰めでは福知山地区更生保護女性会
と個人ボランティアの皆様に大変お世話になり
ました。

　昭和53年に発足以来、46年にわたり福祉施設などで演奏活動に
取り組んでこられた「福知山ハーモニカ同好会」が令和６年11月26日
にボランティア功労者として厚生労働大臣表彰を受賞されました。
ご受賞おめでとうございます。足立会長は、「長く活動を続けてこら
れた先輩の方々のおかげでいただくことができました。」と話して
おられました。今後とも、皆さまのご活躍をお祈りしております。

福知山ハーモニカ同好会  厚生労働大臣表彰を受賞

会員を募集されています！興味・関心のある
方は、お気軽に社協までお声かけください！

地元企業の皆様からもたくさんのお品をお預かりしました！ ボランティアの方による袋詰風景

地域の応援の輪が
さらに広がっています！

私たちは、コロナ特例
貸付借受世帯等への相談支援を行う
「温ったか京都寄り添いワーカー」

です！

アンケートより
一部抜粋

子どもがたくさんいるので、
今回のような食に関する取組はうれしいです。 あ

あ

フェイスブックに
地域の情報を掲載!

福知山市社協イメージキャラクター きっくん

２ページ　…………　新年のごあいさつ、共同募金へのご協力お礼
３・４ページ　……　社協のとりくみ
５ページ　…………　社協のとりくみ・善意の寄付

６・７ページ　……　地域のとりくみ
８ページ　…………　地域のつながり
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■ 記事に関すること、その他お問い合わせは…

地域の皆さんが心を一つにして作り上げたイルミネーション

歳末たすけあい「食の応援プロジェクト」 夜久野支所
フードバンク事業

ありがとうございました

👏たくさんのボランティアの皆さんに拍手👏

共同募金
助成事業



歳末たすけあい募金

おたがいさまでつながる
～地域社会の構築～にむけて

社会福祉法人　福知山市社会福祉協議会

会　長　夜 久 豊 基
　皆様方におかれましては、平素から社会福祉協議会の運営に、格別のご理解とご協力をいただい
ておりますことを、心より感謝申し上げます。
　昨年は、元日に発生した「能登半島地震」や８月の「南海トラフ地震」の臨時情報の発令、１１月に
入ってからも「夏日」が続くなど、自然災害や気候変動によるトラブルが頻発した一年でした。
　社会福祉協議会としましても、いつ何時発生するか分からない大規模災害等に対して、昨年度策
定しましたBCP(事業継続計画)に基づき、しっかりと対応していく必要があると考えております。
　また、昨年12月には、令和３年度から始まり４回目となります「食の応援プロジェクト」を実
施しましたところ、多くの個人・団体・企業の皆様から食品・物品を提供いただき、物価高騰等に
より生活に不安を感じておられる方々への生活支援の一助とさせていただくことができました。
皆様の多くのご支援、ご協力に、心より感謝申し上げます。
　社会福祉協議会は、今年も地域住民の皆様と共に協議・協働して策定いたしました「第４次地域
福祉活動計画(令和５年度～９年度)」に基づき、全力で地域福祉活動を推進してまいります。地域
福祉の活動は形あるものではなく、すぐに成果が現れるものでもありません。５年後10年後を見
据えて、誰もが住み慣れた地域で、おたがいさまでつながる地域社会の構築にむけて、皆様と一
緒に悩みながら歩んでまいりたいと考えております。
　これからも、社協地区担当職員や地域支援コーディネーターが地域に出向き、住民の皆様が主体
となった地域福祉活動をしっかりと応援させていただきますので、今後とも変わらぬご支援、ご協
力をお願いいたします。

令和６年度の街頭募金・イベント募金の様子

　この日は陸上自衛隊福知山訓練場を主会場に、近畿府県
合同防災訓練、京都府総合防災訓練など４訓練が同時に実
施されました。災害ボランティアセンター運営訓練は、副
会場である三段池公園の総合体育館前広場にて、支援ニー
ズの受付からボランティアの受付、派遣調整、送り出し、
活動終了報告まで一連の訓練を通しで実施しました。
　京都府災害ボランティアセンターとも協働し、二次元
コードを使用したボランティアの受付、携帯アプリによる
センター本部とボランティアとの連絡などICTを活用した
訓練も行いました。
　いつ起こるか分からない災害への日ごろからの備えとし
て、今回の訓練で見えた課題について、しっかり対策し、
今後のセンター運営に活かします。

福知山市災害ボランティアセンター立上げ・運営訓練10/27（日）

　「高齢者が安心して
住み慣れた地域で暮ら
し続けられるよう、ま
た元気に歳を重ねられ
るように役立つ情報を
提供する」をコンセプトに『老いじたく
カレッジ』を開催し、“シニアのための
片づけ教室”“オーラルフレイル～歯と
健康とわたし～”“看取りについて”“笑
いヨガ”の全４講座を行いました。受講
された方からは「これからの暮らしに活
かせそう」「生きるヒントがもらえた」
など嬉しいコメントをいただきました。

　福知山市身体障害者団体連合会（身障連）
三和支部との共催で、身体障害者交流会「み
わの集い」を三和荘で開催しました。
　身障連三和支
部会員と、三和
地域連絡会議、
三和地区民生児
童委員協議会の委員、ボランティアの皆さん
など、総勢39名で交流しました。
　午前中は「ボッチャ」で楽しく交流し、昼
食のあとは「The SOWER」の皆さんによる
ステージの演奏を聴いて、楽しいひとときを
過ごされました。

老いじたくカレッジ 三和身体障害者交流会「みわの集い」
11/14㈭10/9㈬、10/23㈬、11/6㈬、11/20㈬

ご協力ありがとうございます

募金箱設置
協力店・施設・企業を
募集しています！

皆さまからお寄せいただいた募金は福知山市内の
さまざまな福祉活動に役立てられて
います。詳しくは共同募金のホーム
ページ「はねっと」を
ご覧ください。

気軽にでき
る

地域貢献！

現在市内
82ヶ所に
設置！

事務局が募金箱の設置と回収をいたします。

200円以上の募金で
1回チャレンジできる
「赤い羽根ガチャ募金」
総合福祉会館に
設置しています！
（平日９～17時）
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り く みと 社協の地域福祉活動の一部をご紹介します。社協
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　福知山聴覚障害者協会や手話サークルな
どの団体と「手話広めたい話し隊」を組織
して、毎年実施しています。今回は、市内
の小中学生とその保護者計10組26名（子
ども：14名、大人：12名）の参加があり
ました。
　寸劇を通して、「聞
こえないことで、どん
な困りごとがあるのか？」や、手話で自分
の名前をどう表現するのかなど、親子一緒
に興味津々で学んでおられました。

親子手話教室 12/14㈯

　民生児童委員や地
域ボランティアの皆
さんと一緒に75歳
以上のひとり暮らし
高齢者148名のご自宅を訪問し、大江学園
の児童・生徒からの写真の入ったメッセー
ジやお弁当等をお届けしました。「お元気
そうですね」「何かあったら言ってくださ
いね」などと気遣いの言葉をかけたり、笑
顔でお話してくださったり、ほっこりとし
たひとときでした。

大江見守り訪問事業　12/14㈯

　高齢者や障害のある人など支援が必要な
方々の避難生活をサポートする有償ボラン
ティアの養成講座を、夜久野ふれあいプラ
ザで開催し、37名の方に受講いただきま
した。要支援者へのコミュニケーションの
基礎的な内容や、福祉避難所での活動も
想定した演習等を行いました。
　また12月８日（日）に行われた、夜久野地
域の要支援者を対象とした避難訓練では、
講座を受講された16名の方が参加され、避

難所の設営や体調
の聞き取り等サ
ポーターの活動を
実際に体験してい
ただきました。

　ご利用者の皆
さんと一緒にビ
ンゴゲームやク
リスマスケーキ
のデコレーショ
ンをして、最後にお菓子の詰め合わせのク
リスマスプレゼントをお渡ししました。
　職員も一緒にとても楽しい一日を過ごす
ことができ
ました。

　　　要支援者避難生活サポーター
養成講座（夜久野会場）

三和支所
グループデイお楽しみ会

11/29㈮ 12/9㈪～13㈮

　この会では、様々な想いを抱えておられる障害の
ある当事者・当事者家族からのお話を通じて、知る・
学ぶことで、地域で誰もがともに暮らしていけるため
に何が大切なのかを、参加者の皆さんと考える機会
になることを目的に実施しました。
　今回、ゲストスピーカーとして、亀岡市に在住の𦚰坂
武志さんをお招きしました。𦚰坂さんは、小児がんの
後遺症のため車椅子を利用されている小学６年生の
娘さんとともに暮らしておられます。生まれた頃から
これまでの子育てに関すること、家族としての葛藤や
悩み、娘さんとの暮らしを通じて学んだことなど、様々
な実体験をもとにお話を聞かせていただきました。
　当日はご家族で一緒にお越しくださり、とても仲のよい温かい家族のご様子に、幸せな気持
ちにさせていただきました。

障害のある当事者・当事者家族から学ぶ福祉を考える会　12/9㈪

り く みと 社協の地域福祉活動の一部をご紹介します。
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社協

善意の寄付 ありがとうございました 令和６年９月21日～
令和７年１月20日（敬称略・受付順）

こちらの内容は、個人情報保護の為、
ホームページへの掲載は自粛させていただきます。



　透き通った青空の下、舞鶴の引き揚
げ記念館を訪れました。戦後80年を経
て、展示されている手紙や食器等が抑
留時の厳しさ悲しさを鮮明に物語って
おり、当時の人々の辛く厳しい生活を肌
で感じることができました。普段の生活
ではじっくり向き合うことのない「戦争」
について考える機会となりました。

　この日は雀部小３年の児童が自
分の住む地域で行われているサロ
ンを訪問する『雀っ子サロン』が
実施されました。子どもたちの進
行のもとゲームなどで楽しく交流
され、サロンの参加者さんも、子
どもたちも、終始笑顔で過ごされ
ていました。

　京都私立病院協会のリハビリ専
門職の方々により、介護予防を目
的とした日頃からできる体操や脳
トレ、嚥下体操等の講座が実施さ
れました。介護のポイントについ
てのお話しもありました。35名
の参加があり、楽しみながら学び
合う時間となりました。

　この日はカラオケサークル登録
の方々が集まり、クリスマスのど
自慢大会を開催され、皆さん、素
晴らしい歌声を披露されました♪
観覧に来られた方もおられ、会場
は、笑顔と拍手に包まれ、楽しい
時間を過ごされていました。

　この日は、クリスマス会を開催さ
れました。お世話役さんによる手作
りお弁当や、地域内グループバンド
によるクリスマスメドレーの演奏、最
後はプレゼントをかけたじゃんけん
大会と盛りだくさんでした。プレゼン
トをもらわれた皆さんは「何がはいっ
とった？」とお隣の方と見せ合い、笑
顔溢れる時間を過ごされました。

　大江地域公民館にて、大江地域
で活動されているボランティア
や、サロンの関係者の方々等が参
加し、モルックを体験されまし
た。「頑張って！」「ここ狙っ
て」等、チームで声を掛け合って
楽しく交流されました。

　社協の貸出用品を使い“秋のス
ポーツ大会”として、ボッチャ・
スカットボール・わなげのコー
ナーが設けられました。参加者の
皆さんは、各コーナーを回りそれ
ぞれの競技を体験され、スポーツ
の秋を楽しまれていました。

　社協ブースでは、職員が手作りし
た脳トレ問題や色合わせゲーム等
を、体験していただきました。参加し
た子どもさんが、大人が考えつかな
い遊び方もしておられ、豊かな発想
に感動しました。これらのレクリエー
ション用品は夜久野支所で貸し出し
しています。お問い合わせください。

　福知山の卓球バレーチーム「がん
ばろう会」と、舞鶴のチーム「ひまわり
会」の交流試合が行われました。両
チームの交流会は、平成２０年から年
に１回、交互に招待し合いながら開催
されています。最近は、コロナ禍の影
響もあり中止が続いていましたが、今
回７年ぶりの開催となりました。

　佐賀地区でサロン活動をされてい
る団体の皆さんが、年１回、お互いの
交流などを目的に研修旅行をされて
います。今年は地域の特産物を活用さ
れている市外の薬膳料理のお店に伺
う等され、親睦を深められました。毎年
この機会にだけ会うという方々もおら
れ、貴重な機会となっているようです。

　今年度から赤ちゃんサロンがス
タート。第２回目の今回は、ミュージッ
クベル、ベビーマッサージ、英語で読
み聞かせと楽しいクリスマス会にな
りました。フリートークでは、地域の
子育て情報の交換や様々な世代の
方との交流の輪が、にこにこ笑顔の
赤ちゃんを中心に広がりました。

　今回初めての取り組みとして地
域の方を講師に「お飾り講習会」
が開催されました。藁を編んでい
く力加減などによりでき上がりの
大きさや形は様々で、皆さんそれ
ぞれ新年に願いを込め、素敵な
お正月飾りを作成されました。

　桃映地区及び惇明地区民生児童委員協議会、福知山市視覚障
害者協会、ＮＰＯ法人 視覚障害者支援ネット・チームまなざし
の皆さんが、総合福祉会館で合同研修交流会を開催されました。

　前半は、視覚障害当事者の方３名から発表がありました。「困難さに違いはあるけれど
支えあい情報を伝え合って視覚障害者協会の活動を続けておられる様子」「視覚障害の区
分を全盲と弱視に分け、弱視の見え方の疑似体験をしながら見える具合は千差万別である
こと」「大きな事故の体験や、農園活動やおはぎ作り等生活の中で実践されていること」
について、それぞれお話しをされました。
　後半は、２グループに分かれて、交流と話し合いの時間でした。視覚障害当事者の方等
が生活のご様子を話されながら、民生児童委員の皆さんからの質問に答えるなど、活発に
交流されました。

わら

交差点など動けずにいたら
「お手伝いしましょうか」と声を
かけてもらえたらうれしい。

白杖を持っておられる方や、持っておられないけれど
視覚障害のある方への対応は？

白杖を家の近くでは
つきたくない人もいることを

理解してほしい。

太陽光線の加減で
信号の色が見えない時があるので

「渡れますよ」と声を
かけてもらえたら助かる。

Q

A A A

ち

いき
クロー

ズアップ

　　交流が生み出す気づきを
～次へのつながりに！合同研修交流会

11/21㈭
金山地区福祉推進協議会 視察研修

11/21㈭ 西佳屋野ふれあいサロン

11/13㈬ 上六人部地区福祉推進協議会
　 介護予防リハビリ講座

12/4㈬ 三和カラオケサークル
　クリスマスのど自慢大会

12/19㈭ 拝師ふれあいサロン10/21㈪ 
大江ボランティアフェスタ

10/23㈬ 段ふれあいサロン
　　　　　　　　（長田段）

11/3㈰ ふれあいいきいき
フェスタ（夜久野公民館まつり）

11/10㈰ 福知山「がんばろう会」×
舞鶴「ひまわり会」卓球バレー交流会

11/21㈭ 佐賀地区福祉推進協議会
　「ふれあいサロン研修旅行」

12/19㈭
昭和地区「赤ちゃんサロン」

12/22㈰ 金谷地区福祉推進協議会
　　　　　　　お飾り講習会

り く みと 地域でのさまざまな福祉活動の一部をご紹介します。

（6）広報誌『しあわせ』214号　2025.2.20 広報誌『しあわせ』214号　2025.2.20（7）

地域

10/26㈯

交流での質問と回答を
一部ご紹介します。


